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水団連

が吉
講村
演氏

新
政
権
下
の
水
政
策
は

民
間
金
融
と
連
携
必
要

日
本
水
道
工
業
団
体
連
合
会
は
、

東
京

・
九
段
南
の
日
本

水
道
会
館
で
「新
政
権
下
の
水
環
境
政
策
と
日
本
の
水
戦
略
」

と
題
す
る
講
演
会
を
開
催
し
た
。

講
演
に
立

っ
た
の
は
、

グ

ロ
ー

バ
ル
ウ
ォ
ー

タ

・
ジ
ャ
パ
ン
の
吉
村
和
就
代
表
。

当
日

は
、

与
党
要
人
の
水
環
境
に
対
す
る
考
え
方
、

先
頃
内
閣
府

行
政
刷
新
会
議
が
開
催
し
た
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ

「事
業

仕
分
け
会
議
」
の
上

・
下
水
道
部
門
に
お
け
る
動
向
、

海
外

水
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
が
現
在
見
せ
て
い
る
日
本
市
場

へ
の
ア
プ

ロ
ー

チ
な
ど
、

多
彩
て
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
話
題
が
披
露
さ
れ
た
。

上

・
下
水
道
界
は
こ
れ
ま
で
立
派
な
取
組
み
を
行

っ
て
き
た

が
、

そ
の
業
績
の
発
信
は
実
直
に
過
ぎ
、

国
民
に
分
か
り
や

す
い
情
報
提
供
が
求
め
ら
れ
る
と
の
講
演
に
、

会
場
か
ら
も

質
疑
の
や
り
と
り
が
相
次
い
だ
。

吉
村
代
表
は
、

は
じ
め
に
海

外
水
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
、

「今

後
、

海
水
淡
水
化
、

下
水
の
Ｍ

Ｂ
Ｒ
の
ほ
か
、

原
子
力
発
電
所

の
水
処
理
も
有
望
だ
。

し
か
し

な
が
ら
、

Ｇ
Ｅ
や
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
い

っ
た
海
外
プ
レ
ー

ヤ
ー

が
勢
い

を
増
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し

て
は
、

今
後
、

企
業
や
官
庁
の

ほ
か
学
識
者
も
交
え
て
も

っ
と

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
研
究
を
行

っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
提
言
。

ま
た
、

国
内
の
水
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を

紹
介
。

先
日
、

内
閣
府
の
外
庁

と
し
て
の

「水
循
環
庁
」
の
創

設
、

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
「流

域
連
合
」
の
結
成
等
の
提
言
を

ま
と
め
た

「水
循
環
基
本
法
研

究
会
」
は
、

与
党

・
民
主
党
の

議
員
も
参
画
し
、

今
後
超
党
派

て
の
議
員
立
法
を
め
ざ
し
て
お

り
、

今
後
も
注
目
さ
れ
る
と
し

た
。

経
済
産
業
省
が
１０
月
設
置

し
た

「水
ビ
ジ
ネ
ス
の
国
際
展

開
研
究
会
」
は
、

「来
年
３
月

を
め
ど
に
と
り
ま
と
め
を
予
定

し
て
い
る
。

副
大
臣
も
政
策

ヘ

の
反
映
の
意
欲
を
示
し
て
お
ら

れ
る
」
と
し
た
。

概
要
は
、

同

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ

れ
て
い
る
。

外
務
省
が
在
外
公

館
に
置
く
と
い
う

「水
の
ア
タ

ッ
シ

ェ
」
は
、

「チ
ー
ム
水

・

日
本
に
関
わ
る
海
外
案
作
に
つ

い
て
は
、

日
本
国
政
府
が
保
証

を
し
て
い
る
チ
ー

ム
と
し
て
の

活
動
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の

ア
ピ
ー
ル
も
行

っ
て
く
れ
る
と

い
う
話
」
と
い
う
。

こ
れ
ら
、

各
省
庁
て
の
取
組

み
の
と
り
ま
と
め
役
、

触
媒
役

と
し
て
、

「水
の
安
全
保
障
戦

略
機
構
と
、

水
に
関
す
る
１３
省

庁
連
絡
会
が
あ
る
」
と
強
調
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
し
て
は
、

水
に
関
す
る
予
算

へ
の
提
言

や
、

前
述
の
外
務
省
水
の
ア
タ

ッ
シ

ェ
の
他
、

大
規
模
災
害
時

の
水
災
害
対
応
策
立
案
、

海
外

へ
の
精
密
ろ
過
膜
輸
出
時
の
申

請
認
可
の
審
査
期
間
短
縮
の
提

案
、

水
に
関
す
る
国
民
へ
の
啓

発
活
動
な
ど
を
挙
げ
た
。

地
方
分
権
へ
の
大
き
な
潮
流
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興 味深 い事 例 に会場 は満 員 に

が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「今

後
、

道
州
制
等
に
よ
る
大
規
模

な
広
域
化
が
実
現
し
た
場
合
、

そ
う
い

っ
た
大
規
模
な
組
織
の

首
長
に
対
し
て
は
、

こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
上

・
下
水
道
分
野
の

設
備
単
体
を
提
案
す
る
の
で
は

な
く
、

上

・
下
水
道
分
野
の
み

な
ら
ず
、

水
源
管
理
、

水
の
再

利
用
、

し
尿
処
理
、

汚
泥
等
の

資
源
化
と
い

っ
た
関
連
分
野
を

引

っ
く
る
め
て
、

包
括
的
な
提

案
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

海
外
で
は
当
た
り
前
の
こ

と
だ
が
、

こ
れ
ま
で
国
内
の
メ

―
カ
ー
は
そ
う
い

っ
た
経
験
が

な
い
。

こ
れ
を
補
う
た
め
に
も
、

今
後
ま
す
ま
す
民
間
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
を
活
用
し
、

資
金
源
を
確

保
す
る
と
と
も
に
提
案
能
力
を

強
化
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重

要
と
な
る
」
と
話
し
た
。

会
場
と
の
質
疑
応
答
で
は
、

先
日
行
わ
れ
た
行
政
刷
新
会
議

の
事
業
仕
分
け
ワ
ー

キ
ン
グ
グ

ル
ー

プ
に
関
し
て
、

意
見
が
相

次
い
だ
。

こ
れ
に
関
し
て
吉
村

代
表
は
、

「少
し
て
も
水
問
題

を
広
く
わ
か
り
や
す
く
、

発
信

し
て
い
き
た
い
。

特
に
、

水
は

国
家
の
基
で
あ
る
と
い
う
こ

と
、

さ
ら
に
、

国
民

一
人
ひ
と

り
の
安
全

・
安
心
の
た
め
に
、

今
後
も
本
当
に
日
本
の
水
は
大

丈
夫
か
と
い
う
こ
と
を
訴
え
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

ま
た
、

企
業
に
対
し
て
は
、

「海
外
企

業
は
、

国
内
の
自
治
体
に
対
し

て
も
本
当
に
ア
プ
ロ
ー

チ
が
早

い
。

国
内
企
業
も
機
を
捉
え
て
、

『
こ
れ
だ
け
ト
ー

タ
ル
で
コ
ス

ト
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
』

等
、

包
括
的
な
提
案
を
行
う
必

要
が
あ
る
」
と
助
言
し
た
。


